
　　　　　　　　　　　第23回宇宙開発委員会（臨時会議）

　　　　　　　　　　　　　議　　事　　次　　第

　　1．日　時　　昭和59年8月31日（金）

　　　　　　　　午後2時～3時

●2．場　所　　宇宙開発委員会会議室

　　3．議題　昭和ち0年度における宇宙開発関係経費の見積りに

　　　　　　　　ついて

　　4．資　料

　　　　委23－1　第22回宇宙開発委員会（臨時会議）議事要旨（案）

　　　　．委23－2　昭和60年度：における宇宙開発関係経費の見積りに

　　　　　　　　　　ついて（案）
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　　　　　　　第22回宇宙開発委員会（臨時会議）

　　　　　　　　　　　議　事　要　旨　（案）

日　時　昭和59年8月9日（木）　午後2時～2時30分

場　所　宇宙開発委員会会議室

議　題　昭和60年度における宇宙開発関係経費の見積り方針に

　　　　ついて

資　料

　委22－1　第21回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

　委22－2　昭和60年度における宇宙開発関係経費の見積り

　　　　　　　方針（案）

出席者

宇宙開発委員会委員長代理　　二　　　　　　　　吉　識　雅　夫

　　　〃　　　委員　　　　　　　　　　　　　斎　藤　成　文

　　　〃　　〃　　　　　　　井上啓次郎
　　　〃　　〃　　　　　　　　　　大回　　茂

関係省庁職員等

　科学技術庁研究調整局長　　　　　福島公夫
　　　〃　　長官官房審議官　　　　　　　　　　三　浦’　・信

　運輸省気象庁総務部長　　　　　　　　　　　　新　谷　智　人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：中村）

　郵政省通信政策局次長　　　　　　　　　　　森　本　哲　夫・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：田中）

　　　郵政省通信政策局宇宙通信開発課　　　　　　　増　田　勝　彦

　　　宇宙開発事業団計画管理部計画第1課　　　　　国　井　清　人

　　事務局

　　　料学技術庁研究調整局宇宙企画課長　　　　　　清　水　眞　金

　　　　　〃　　　　〃　　宇宙開発課長　　　　　　北　村　俊　男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

6．議　事

　（1）　前回議事要旨の確認

　　　　第21回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨案（資料委22－

　　　1）が確認された。

（2）昭和6聯度における宇宙開発関係骸の見積＼三針について

　　　　事務局より、資料委22－2に基づき説明が行なわれたのち、

　　　原案どおり決定された。

●
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2．　櫟発言究等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　ゴ
輯　鐸牽協力として我が畿が衛量の絹多琶を担当し、米翻がメベースシャ｝ルを用いた打上げ等を蜷豪して、地球の回忌に存在する長：

　大な磁気圏罵部の講造とダ〆1ナミツクスに関する蔑翔研究を行うことを昌釣とするG獄迎A瀧L想望について開発研究を行う。

鱒　米誌が提囑している宇毒基地計画についてゼ予備設計段階（フエーズ8）の作業に参加するためち宇宙基地の構成部分の開発研

　究及びこれに係る要素技術の研究を行う。　　　　　　　　　　．　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　’

　　　また．・掌憲基地の利用に：翻す議さ薪究を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

3．研　　究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　局

　ω　欝90年代の通信需要に対処するため、実用逓僖衛星の開発に必要となるマルチビームアンテナ技衛馬サテライトスイヅチ技術、

　　アンテナ農開技術等の衛星通論技衛等の開発を目的とする実験用通僧衛星について駈要の研究を行う．

（2》将来の通信・放送需要の増大及び多様化に対処し、高度な衛風通揺技衡及び衛星：放送技術に関する自主技術の確立を図るためも

　　新しい周波数帯を利用したマルチビーム幽幽通信技街等の開発を騒擾とした衛星搭載通信機器の研究を行う。

（3｝躍ケットや入工衛星が可視範囲にない時でも、データ送受信篭追跡管翻を行い得る技術を修得するため、データ申継・追跡管制

　　衛星技術の研究を行う。

4．関連する施策　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　・　　　．

ω　入工衛星出盛の開発に資するととも鵜実利用に供することを自的とナる入工衛星の開発に当たってはも総開発経費の軽減等に。

　　よ9利用i応機撲の経費負i蟻の軽渉．を詣る讐　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　．

②馬瀬G鰻に打上励磁薦さ副いる放送縫鰐吻（鈴噸む）の打上げがか蝋し嫉合に備え，利用謙関の立

　場に配慮しつつ適切な対慈欝置を講ずる、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　繊9＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、甘　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド



5。　そ　　の　　二丁　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　上講外については、r翁忌発緬」紹稿9年3鰯姻決定遊縫する・　“　　　　　．

　　論三冠聖撃b（B鋲2のシζっ成は鎖編・鞭に携上騰こと船蹴r引蟻即発雑めることとするが・醗
に翫っては担送鯉2号一a（BS覗a）に生じた不貼賦する期部鎌羽冠摘練た鎌を＋備ずるとともに撤湿田対
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塾●
策特別委員会の検討結果が出次第，情義姓の確保等を図るため・必要な対策牽講ずる・

・蚕た訟送鯉鵠ωS－3）につ硫は雌送鯉2駅Bひ2ゆ経験を蹴え・儒雛擁保さ漏よ螺三三めるb

こ、
　　　　　夏の基本方針に基づき、昭和も0幽幽に行う主な事業及びこれに必要な体感の整備は次のと澄夢である。 辱

●

1，科学の分野の開発等の推進

ω第10号科学衛星（愛しA｝鞭；？一A）の開発及び打上げ。　　　　　　　　　　　　一

　　　第10号科学衛星（P灘A熱鷺三一A）のフライトモデ痩の開発を進め、瓢一3S璽遣ケット2号機によ参打ち上げる。

　12）第三1号科学衛星（A鋤2蔑G－C）の開発

　　　第1重鉢科学衛星（AS㌘熟（）一C）のフラ・1トモデルの開発を進める。

　《3）　箋：1窯四四学籍塁（鷺xos一蓋））の騨発

　　　第三2毎科学衛星（巡Xl》S－D）のプ観トタイプモデルの開発を進める。

　幡　第三3号科学衛星（MUεi菰＄一A♪の開発

　　　第13琴科学衛星（鎚US蟹1－A）のプ遜トタイプモデルの開発を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　㈲　G璽◎勢AXL衛星の開発覇究　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　・

、
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　　　G葱｛：）を五二童L鷲ぎ濫，ξ£罵夢1念謬’講を：響多◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　

2．　観灘の分野シ）粥此等の三三蟻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　｛1｝　静止気象鴛轟3悪予’傭翻倒の鯖折　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　・

り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

　　　静」と気象窃墨3森宮’講衛：，豊¢・：プライ書・モデルの漢謬｛§を進めるウ　　　　　　　　　　　　　．

　鱒　 静止気象蒲豊全一琴（（鷺ミ亙8…4）の溺発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　黙止気象拶∫星叫号（⑪蟄こ3…3）の定常運：用：が可能と：なウた場合には、静止気象切話3号予備衛星のフライトモデルを活用して

　　静止気象徽郵“駅G騰…ののフライ陛デルの藁発を行う。　　　、　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ
　　　　■
13｝　海洋蝦測衛墓！薄・（麗《）s－1）の器発　　　　　　一　　　　　　　　尾　・　　　　　　，　　　　　　　，・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　　　灘洋観灘鶴翼！号（頬09一丑）のプライトモデルの開発を進める。　”　』　　　　　1”　　　　　　・’

　｛壌｝　地球資：源衛墨1魯（寄留3一一1）（1）開発　　　　　　”　　　㌔　．
　　　地：球資源衛塁1号（鷺鶏＄一亙）の三藁本設計等を蒼うとと亀に、衛星搭載用言成i謂iコレー・タや、光学；センサー等の試作試験董ぴに

　　デ…タ処i難。解赫i鼓徳｛z）1灘蜘を進める讐　　　　　　　　　　　　　　　　・

　｛5｝　講　　　究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　・　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　海域及び蜂蜜の観灘のための寄倒繕載用観測機器の研究，落球観灘衛星システムの概究等を進める。
　　　　㌧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　∫、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伽

3。　輪舞の分野の講発の併進　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　凸

　ω　放送衛星2号一薫（お6一囲む）の蒸発及び打ち㌧死げ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ　　　款送：衛蕊2号のフライト曇デル《ε覇発を進め抑留…三三歩ヅト8・考機によ歩打・ら＿3ゲる農　　　　’　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

　　　　　　ら
　｛涛　選i信衛撰3畢（C｛3－33及び・C欝一3｛b）の葬発　　　　　　　　 “　　　　　　　　　　　・　　　　　　　〆　　　　　　　』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　鷺軍籍農婁馨（Ciε1一雛づ1ゑぴ℃i・3－3b）の詳繕蒙引証ぴにプ曽トフライ1・嶺デル及びフライ｝舟デルの錫発等を進め，る。

　め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘7　　　喬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶋　」　　　　　¶　　　　　“篭繍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀
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1葺｝汝遜照星3琴（13ε・一・32旧び13・㌔・一3b）の開発　　窄’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　赦三二1星3母（馨S…馨乞1及び蔓3二一3b）の詳紬設計及びプ鷲トフライトモデルの開登等を進める。

14｝研　　究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　‘　衛無用ツルチビームアンゲナの研糞を進めるとともに、実験用通儘衛星のための研究及びデータ中継・追聡管制衛星技徳の研究

　　を行う噸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　4．宇窟実験の分野の既発等の幾進　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　第一一一訳材料蜜・二験（量瓢P筆〉に用い急実験システムの四国等　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　　第…次材科禦験（碧鍛Pτ＞1で罵い，るシャトル搭載実験システムの設計、翼験装置の開発等を行うとと亀に、搭乗科学技衛者の選

　披等を進みる◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　．

」

5．　八工衛星系共灘波術の分野・の闘三等斐う推進

　掛　技・欝試験禦墨V：型、（置讐8－V）の匿i発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　技術試験衛墨V墜（鷺丁講…V）の詳細談計及び：プ貿トフライト愚デルの開発等醤進めるとともに、移動体通繕実験閑搭載実験

　　機器の研究藻発を進める・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　・

121薦　　究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・

　　　大型静3と三二三三量ノ£スの研同等を遜める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
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　’　　　　　三一3S還ロケヅト・の開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　三一3S雛ロケット2号機の開発を進め、これを打ち王げるとともに、鰯一3811ロケット3号機の開発を行う。

　　鋤　三一三三ケヅトの開発　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　一放送衛星2号一b（8S－2む）及び海洋観測衛星1号（錘OS－1）を打ち上げるため，　N一畳ロケ艶ト8号機（3段式）並
ψ

　　　びに7号機（2段式）の開発を進める・ま東・7号機（三段式）費封一三ロケット（3段式）による各種図工衛星の再打上げに使

，　　　回しうるようにN－IDケット第3激機体の開発を進ある。

　　｛3）　H7一亙隠ケットの開発　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　液体酸素・液体水素推進系．第3段固体モータ等の開発試験を進める。

　　　　また、H一千ロケット地上試験機。翼一亙認ケヅト（2残式）試験機、予備用H一亙鷲ケッド（2段式）試験機の開発を進める

　　　とともにH　！滋ケット（下段式）試験機を打ち上げる。な叙この試験機のペイニ才一ドに．灘地衛星三号耗｝S－1＞の開発

　　　研究の成果を生かして。測地実験その他の宇憲実験に供しうる機能を付与する。

　　　　．さらに、技術試験衛星V型（鱈7S－V）を打ち上げるために簸一二三ケヅト（3段式）試験機、　　一

　　　　　　　　通信衛星3号一一盆（CS一・3裟）を打ち上げるだめにHr互買ケット（3段式）互号機、

　　　　　　　　通事衛星3号一b（CS－3む）を打ち．上げるために四一口覆ク・ヅト（3段式）2号機

　　　の開発を進めるとと愁に．

　　　　　　　　数丁丁墨3号一一aび3S一・3蒸）を打ち上げるた，製ε登一夏賞ケヅト（3農式）3号機．　　　　　　　‘

　　　　　　　　静止気象衛星亭号（G鍾S一重）を打ち上げるために慧一睡ケット（3段式）三号機
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　の開発を行う．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　・

　　　　　　　価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　s一・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～



●

（4》　笠一三質ケヅトの開発●

　　踊置ケ’ットの稀講汲縷轍計を行うとともに蕗鍛灘灘エンジン澗体腔トヅ以タ調性旧臣雛の

　開発試験を行う。

㈲　研　　究

　　響町研水訪ヅトエンジン要素の醗勲等を進める・

重

● 7　宇宙基地

綱が提唱している宇聡慧麺ゆいて、予傭幽幽（フェーズB）の作鄭参回忌燃輔基繍麟分の開辮究

及びこれに係る藤瀟の研究を行う誘た、宇離地の糊に関す翻究を行う・

●

8。施設設備の整備

　（玉）人工衛星及びロケットの開発に必要な施設設備の整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　人工衛星．吻ト三冠の研轍に必要な設猟嚇翻龍の受悟騨必要な設欝の整備を進める・畝H一

　　翌吻トの醗に必要嫌鰺素鞍勧ミ素エンジンのタ畷ポンプ艦鰍鵬確這這めるとともに・踊ロケ

　　ット簿馳ンジン鞭離婁鳳灘水塊造設備勒輪憶う・さ鵬騨鯉及び越・ケヅト礪発賜要備湯治

　　備の整備を進める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　　　　．　　　　　　　　　　　　　㌦

　㈱　入工衛星及び鷲ケットの打上げ施設設備の整備

　　　嗣吻ト鰍点の施緻備鰹蹴進謝る。勲鍾福縮センターの、し嚇テ口羽吻聯灘三等の

　　設備の整備を進める．脈、脚ヶヅ照射点の施設の整備を行う・

賦マー



●

聾

撃

　鋤　人：工衛星の追跡等に必要な旅設設備の整備

　　　図工衛星の追跡管制系の設備の整備を進めるとと庵に、溺要の研究を進める。

　　　さらにも科学衛星データ敢得等のための施設設備の整備を進める。

獄　その他の施策

ω　研究開発能力の強化　　　　　　　㍉

　　　自主技術の育成を図参つつ，宇宙開発を強力に遂行するため藁宇宙開発事業団及び文部省掌宙科学研究駈に蒸ける蘇究開発体制

　　の強化を図る。

　12｝国際協力の推進

　　　堀留駄＝鰯繍糖設幹部図会謝船認）淳絹地即言ペースシャトル稠緬の雛等の纈との協力、行

　　政官撫仏を耽ての酬言忌鞭との協力淳窪田回す綱髄合臨ける活動への照照九国熱ミナ吻開催を遠じ

　　ての協力等を進める。

　13）宇宙関係条約関連心逸：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　宇宙関係三条約に関連する所要の措置を実施する。

翰　普及啓発活動の強化

　　　宇審開発に必要な広報、啓発事業を進める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂

㈱　宇宙技術者の養成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　宇宙分野の技豪者の資質向上を図るためも宇宙開発関係者を海外に派遣する。　　　　　　　　　　　　　　　　●

樹　宇麟開発推進基盤の整備

　　　窟ケット打上げの円滑な実施に必憂な施策を講ずる。・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

～8一
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且
ー
ー
ロ
ケ
ッ
ト
倉
　
　
　
（
2
段
式
）
試
験
機
　
　
　
　
　
　
　
（
予
備
）

16

　
　
　
海
洋
観
測
衛
星
－
号
倉
　
　
　
（
M
O
S
－
－
）

　
　
　
R
I
ー
ロ
ケ
ッ
ト
倉
㊧
　
　
　
（
2
段
式
）
試
験
機

06

　
　
第
十
号
科
学
衛
星
倉
　
　
　
（
P
L
A
N
E
T
l
A
）

　
　
放
送
衛
星
2
号
l
b
O
　
　
　
（
B
S
－
2
b
）

度
年
　
機
　
げ
　
上
　
打

ト
ヅ
ケ
ロ
M

ト
　
）
　
　
　
ト
　
　
一
州
灘
　
　
象
。
軌
5
0
　
　
・
軌
t
一
　
ヰ
5
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ペイロードに測地奥験その他の宇宙実験に供し得る機能を付与する。（注）
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皿　人工衛星の概要

〔実利用の分野〕

　　　　　　　放送衛星2号一b（BS－2b）

1．　目　　　的

　　ボルネオ島付近の上空約3万6千㎞に衛星を静止させ、全国向けにデレビ

　放送を行うもので、実験用中型放送衛星（BS）とほぼ同様の性能を有する

　実用衛星。

　　・　数十万の山間地の難視聴世帯を解消できる◎

　　・　近年増加しつつある都市部の受信障害世帯の受信改善ができる。

　　。　離島の受信不可能地域を解消できる。

2．打　上　げ

（1）時 期

　（2）　ロ　ケ　ッ　ト

3．衛星の概要

　（1）軌　　　　道

（2）重　　　　量

③　設計寿命

（4）主な搭載機器

4．60年度概算要求

昭和60年度夏期

（BS－2aは昭和59年1月に打上げ。）

N一皿ロケット

静止軌道　　東経110。

（赤道上約3石，000㎞）

約350kg

4年以上　5年目標

テレビ放送送信機（NHKカラーテレビジョン2チャ

ンネルの放送が可能）

約86億円（民間負担を含む。）

（ロケットの経費等を含む。）

膨絶
夢
笥

盈

約36，000

赤道

ゆ

今な澄、40万世帯残されて

いる山間地の難視聴地域を解

消できる．

日本全土のカバー

が可能になり、全

国的な受信品位の

改善を図ることが

できる。

　　　　　　　烈

放送衛星2号

う
ピ
6
H
多

選聡

個別受信

共同受信

ll亀

れ1
：
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’
　
歴

凄
ム
き
d
」
■

　　離島の受信

　　不可能地域を（
　　解消できる。
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．通常の放送翻送出

。非常災害時の放送の

確保

車載地球局
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　　　　　　　　海洋観測衛星1号（MOS－1）

1．　目　　　的

　　海洋面の色及び温度を中心とした海洋現象の観測を行うとともに、地球観

測のための人工衛星に共通な技術の確立を甲ることを目的とした衛星。

　　・海洋面の色を翻し・灘汚染の把握衆目・赤鵬？検出・漁場探

　　　査等に役立てる。

　　o　海洋面の温度を観測し、海流の把握等に役立てる。

　　o　併せて、森林、農作物等に関する情報も得られる。

2．打　上　げ

　（1）時　　　　期　　　昭和61年度夏期

　（2）　ロ　ケ　ッ　ト　　　N一皿ロケット（2・段式）

3．衛星の概要

　（1）軌　　　　道　　　太陽同期準回帰軌道（特殊な円軌道で、17日ごと

　　　　　　　　　　　に同じ場所を観測できる。）

　　　　　　　　　　　高度　約900km

　（2）重　量約750kg
　（3）設計寿命　　約2年

　（4）主な搭載機器　　　可視近赤外放射計、可視熱赤外放射計、マイクロ波

　　　　　　　　　　　　放射計

4．　60年度概算要求　　約82億円

　　　　　　　　　　　　（ロケットの経費等を含む。）

海洋観測衛星1号
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技術試験衛星V型（ETS－V）

1．　目　　　的

　　H－1ロケット（3段式）試験機の性能を確認するとともに、静止三軸衛

　星バスの基盤技術を確立し、次期実用衛星開発に必要な自主技術の蓄積を図

　り、併せて、航空機の太平洋域の洋上管制、船舶の通信・航行援助・捜索救

　難等のための移動体通信実験を行うことを目的とする衛星。

2．打　上　げ

期
卜ツ

　
ケ
時
ロb
助
3．衛星の概要

　（1）軌　　　　道

（2）重　　　　量

（3）設計寿命

（4）主な搭載機器

4．　60年度概算要求

昭和62年度夏期

H－1ロケット（3段式）試験機

静止軌道

（赤道上約36，000km）

約550kg『

1．5年以上

打上げ環境測定装置

移動体通信実験用中継器

約51億円

技術試験衛星V型

　　　、’

ら’

_餐1態’　　．ミ
　N、
　、’＼ご＝：こ・

　　　、＼

次期実用衛星開発に

必要な自主技術の蓄積

テレメトり・コマンド系、

電源系、構体系の軽量二等

＼

　　　　　　静止三軸衛星の

　　　　　　基盤技術の確立

　　　　　　能動式熱制御技術

謝ミ～「巖
、、

　6．
，、惣猟力

三芳

／

’尽

。

」’

’

軽量大型太陽電池

　　パドル技術

＼∵s＼

蟻＆〆、：：濁

　　1ノ

　
◎
つ

つ
屯
～

、野細・．

＼　／
＼／

航空機の洋上管制、

船舶の通信・航行援助

・捜索救難等の実験

移動体通信実験
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通信衛星3号（CS－3a及びCS－3b）

1．　目　　　的

　　通信衛星2号（CS－2）による通信サービスを引き継ぎ、また、増大かつ

　多様化する通信需要に対処するとともに、通信衛星に関する技術の開発を進

　めることを目的とする衛星。

　〔多様な通信需要に対処する新しいサービス〕

　　o　各地に分散する受信局に同時に効率的に情報を伝送できる同報通信②

　　　（本社から支社への新聞紙面伝送、CATV業者への番組分配等）

　　o　電話、データ通信、ファクシミリ伝送、テレビ会議等を統合して伝送

　　　できる統合デジタル通信。

2．打　上　げ

（1）時 期

（2）　ロ　ケ　ッ　ト

3．衛星の概要

（1）軌　　　　道

（2）重　　　　量

（3）設計寿命

（4）主な搭載機器

4．　60年度概算要求

昭和62年度冬期（CS－3a）

昭和63年度夏期（CS－3b）

H－1ロケット

静止軌道

（赤道上約36，000㎞）

約550kg

7年以上

国産中継器（電話換；算約6，000チャンネルの中

継が可能）

約135億円　（民間負担を含む。）

（・ケットの経費を含む。）

通信衛星3号

電話、データ通信、
ファクシミリ伝送、
テレビ会議等を統
合して伝送できる。
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各地に分散する受信

局に同時に効率的に

情報を伝送できる。
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川
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第一次材料実験（FMPT）

1．　目　　　的

　　スペースシャトルに我が国の科学技術者が搭乗し、宇宙空間の特性を利用

　した材料実験等を行うことを目的とする。

　　o　純度や均質度の高い材料、大型の結晶等が得られ、新材料の創製等を

　　　目指した各種実験ができる。

　　o　有人宇宙飛行のための技術の習得ができる。

2．打　上　げ

（1）時　　　　期　　　昭和62年度

　（2）輸送機　 スペースシャトル

3．　プロジェクトの概要

（1）軌 道

（2）実験期間

（3）実験テーマ

（4）主な実験装置

4．　60年度概算要求

円軌道

高度　約300km

約7日間

材料実験及びライフサイエンス実験

34テーマ

（例）　各種電気炉、イメージ炉、電気泳動装置等

約55億円

第一次材料実験

’日本人科学技術者1名がスペ

ースシャトルに搭乗して各種

実験を行う。

・　ジ孔．♂

’i瓢

実験装置、

スペースシャトル／スペー

スラブに搭載
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放送衛星3号（BS－3a及びBS－3b）

1．　目　　　的

　放送衛星2号（BS－2）による放送サービスを引き継ぎ、また、増大か

　つ多様化する放送需要に対処するとともに、放送衛星に関する技術の開発を

進めることを目的とする衛星。

2　打　上　げ

（1）時 期

（2）　ロ　ケ　ッ　ト

3．　衛星の概要

（1）軌　　　　道

（2）重　　　　量

（3）設計寿命

（4）主な搭載機器

4．　60年度概算要求

昭和63年度冬期（BS－3a）

昭和65年度夏期（BS－3b）

H－1　ロケット

静止軌道　東経110。付近

（赤道上約36，000㎞）

約550kg
7年以上

テレビ放送送信機（送信出力100W以上、チャンネ

ル数3チャンネル）

約62億円（民間負担を含む。）

（ロケットの経費等を含む。）

纏絶
．、弓・喫

幽

約3⑤000

赤道

ゆ

　放送衛星2号による

サービスを引き継ぐこと

ができる・ ／
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高精細度テレビジョン放

送、高品質音声放送、静

止画放送等を試みること

ができる。

　NHK：以外の利用者

　が利用できる。

　利用主体の拡大

　　NHK
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　　　　　　　　静止気象衛星4号（GMS－4）

1．　目　　　的

　　我が国の気象業務の改善及び気象衛星に関する技術の開発に資することを

　目的とした衛星。

　　o　雲の分布、地面・海面・雲頂の温度を観測し、台風、低気圧、前線な

　　　どの強さ、盛衰、活動の状況を時々刻々つかむ。

　　o　観測結果を解析して雲の高さ、上層風の状況などを知る。

2．打　上　げ

　（1）時　　　　期　　　昭和64年度夏期

　（2）　ロ　ケ　ヅ　ト　　　H－1ロケット

3．衛星の概要

　（1）軌　　　　道　　　静止軌道　東経140。付近

　（2）重　誓約400kg
　（3）設計寿命　　　5年

　（4）主な搭載機器　　　可視・赤外走査放射計

4．　60年度概算要求　　約2億円

　　　　　　　　　　　　（ロケットの経費を含む。）

　（参考）　気象データの求め方

可視光線と赤外線で測定して

結果を解析することで

赤外線を利用して

雲の分布

雲の高さ、雲の種類

雲、海面、地面の温度

連続して写真をとり比較することで　　風向、風速

を求める。

一9一

静止気象衛星4号
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雲分布、上層風、

海面温度データが

得られる。

観測データは我が

国のみならず東南

アジア、オースト

曜ラリア等でも利用

される。　．
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　　　　　　　地球資源衛星1号（ERS－1）

1．　目　　　的

　　能動型観測技術の確立を図るとともに、資源探査を主目的に、国土調

　査、農林漁業、環境保全、防災、沿岸域監視等の観測を行うことを目的

　とする衛星。

　　打　上　げ

　（1）時　期昭和65年度
　（2）　ロ　ケ　ッ　ト　　H－1ロケット（2段式）

　　衛星の概要

　（1）軌　　　　道　　太陽同期準回帰軌道

　　　　　　　　　　　高度　560～570km

　（2）重　　量　約1．4～1．5t

　（3）設計寿命　約2年

　④　主な搭載機器　　合成開ロレーダ、光学センサー

4　60年度概算要零　　約44億円

　　　　　　　　　　　　（通省産業省担当分を含む。）
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〔科学の分野〕

　　　　　　第10号科学衛星（P：LANET－A）

1．　目　　　的

　　昭和61年に76年ぶりに太陽に接近するハレー彗星を紫外線により観測

　することにより、ハレー彗星の成分等を分析し、太陽系の生成の解明に資す

　る。

2．打　上　げ

　（1）時　　　　期　　　昭和60年度夏期

　（2）　ロ　ケ　ッ　ト　　　M－3S皿ロケット

3．衛星の概要

　（1）軌　　　道　　　太陽周回軌道（太陽を回る軌道で、昭和61年3月

　　　　　　　　　　　　にハレー彗星に接近する。）

　（2）重　旧約135kg
　（3）主な搭載機器　　　紫外線撮像器

　　　　　　　　　　　　紫外線スペクトル測定器

　　　　　　　　　　　　プラズマ計測器

　　　　　　　　　　　　磁場観測器

4．　60年度概算要求・　約16億円

　　　　　　　　　　　　（ロケットの経費を含む。）
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　　　　　　　　　第ll号科学衛星（ASTRO－C）

1．　目　　　的

　　遠い銀河（数百万～数千万光年）の天体や太陽系の属する銀河内の天体か

　ら放出されるX線を観測することにより、その天体のX線放出メカニズムを

　明・らかにし、宇宙の構造や天体現象のより深い理解に資する。

2．打　上　げ

　（1）時　　　　期　　　昭和61年度冬期

　（2）　ロ　ケ　ッ　ト　　　M－3SHロケット

3．衛星の概要

　（1）軌　　　　道　　　略円軌道（どこでも高度がほぼ一定の軌道）

　　　　　　　　　　　　高度　約500km

　（2）重　量約400kg
　（3）主な搭載機器　　　高感度X線検出装置

　　　　　　　　　　　　X線スペクトル測定装置

　　　　　　　　　　　　広町X線源モニター

4．　60年度概算要求　　約23億円

　　　　　　　　　　　　（ロケットの経費を含む。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，瀞塾♂’

∫露
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　　　　　　　　第12号科学衛星（EXOS－D）

1．　目　　　的

　　地球磁気圏におけるオー・ラ粒子の加速機構及びオー・ラ発光現象等の精

　密観測を行うことにより、オーロラ発生の機構の解明を行う。

2．打　上　げ

　（1）時　　　　期　　　昭和63年度冬期

　（2）　ロ　ケ　ッ　ト　　　M－3S皿ロケット

3．衛星の概要

　（1）軌　　　　道　　　長楕円準極軌道

　　　　　　　　　　　近地点高度約400㎞、遠地点高度約1α000km

　（2）重　　量　 約300kg
　（3）主な搭載機器　　　可視域・紫外域オーロラ撮像装置

　　　　　　　　　　　高周波域・低周波域プラズマ波動観測装置等

4．　60年度概算要求　　約8億円

一13一

　　　オーロラ
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第12号科学衛星
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　　　　　　　　第13号科学衛星（MUSES－A）

1．　目　　　的

　　月の周期に同期した軌道をとり、月の近傍を通る際に、月の重力を利用し

　て軌道変更を行うことにより、将来の月・惑星探査計画に必要となる軌道の

　精密標定及び制御、高効率データ伝送技術等の研究を行う。

2．打　上　げ

　（1）時　　　期　　昭和64年度冬期

　（2）　ロケヅ　ト　　M－3SHロケット

3．衛星の概要

　（1）軌　道月同期軌道

　　　　　　　　　近地点高度約10．000km、遠地点高度約1，300，000km

　（2）重　量約190kg
⑧　主な搭載機器　ヒドラジン推進系

　　　　　　　　　　Xバンド送信器

　　　　　　　　　準慣性航法装置

4．　60年度概算要求　　約2億円

地球’

耳の軌道

　　為厭

鰻1

　第13号科学衛星

板

／
地球

　　　　　　　　　　　　　態演

　レ

〔第13号科学衛星（MUSES－A）．の軌道例〕
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　　　　　　　　　　　　GEOTAIL衛星

1．　目　　　的

　　GEOTAI：L衛星は、地球の夜側に存在する長大は磁気圏尾部を探査し、

　その構造とダイナミックスを研究することを目的とする。

2．衛星の概要

　（1）軌　　　　道

　　　　赤道軌道　近地点8RE、遠地点250RE（RE＝6，378km：地球半径）

　（2）主な搭載機器

　　　　磁場計測器　　　　　　　　　　電場計測器

　　　　プラズマ粒子計測器　　　　　　プラズマ波動観測装置

　　　　高エネルギー粒子計測器等

3．　60年度概算要求　　約2億円
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皿　ロケットの概要

　　　　　　　　　　　N一皿ロケット

1．　目　　　的

　　N一∬ロケットは、重量約350kgの静止衛星を打ち上げる能力を有する

　3段式ロケットで、気象観測、通信、放送、地球観測等の分野の人工衛星を

打ち上げることを目的としたものである。

2．開発の方針

　　第1段……N－1ロケットの第1段を改良（推進薬タンクの延長、固体補

　　　　　　助ロケットの増強）

　　第2段……液体ロケットを高性能化

　　第3段……固体モータを大型化

　　衛星フェアリング……大型化

　　誘導系……慣性誘導を採用（N－1ロケットは電波誘導）

3．主要諸元

量
長
径
力

　
　
　
能

　
　
　
げ

　
　
　
上

重
　
　
打

　
　
　
道

　
　
　
軌

　
　
　
三

富
全
直
静

約135トン

35．36ηz

　2．447η

約350kg

4．衛星の打上げ

（1）打ち上げられた衛星

　　　　技術試験衛星W型（ETS一】V、きく3号）

　　　　静止気象衛星2号（GMS－2、ひまわり2号）

　　　　通信衛星2号　　（GS－2a及びGS－2b、さくら2号一a及びさくら2号一b）

　　　　放送衛星2号　　（BS－2a、ゆり2号一a）

　　　　静止気象衛星3号（GMS－3、ひまわり3号）

　（2）打ち上げられる衛星

　　　　放送衛星2号一b（BS－2b）
　　　　海洋観測衛星1号（MOS－1）（2段式により打ち」二げる。　）

一16一

全　体　形　状

35．36m

第3段

第2段

l　　l

2．44m

…

衛星フェアリング

人工衛星

第3段固体モータ

第2段タンク

第2段エンジン

第1段タンク

固体補助ロケット

　　　　第1段エンジン

N－llロケット
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H－1　ロケッ　ト

1．　目　　　的

①H－1・ケットは約550kg級静止衛星の打上げ能力を有するロケットとし、その開発により

　　昭和60年代の我が国の人工衛星打上げ要望に：こたえる。

②液体酸素・液体水素推進系、慣性誘導系、高性能固体モータなどの我が国の将来の宇宙輸送系に必要

　　な技術を蓄積する。

2．開発の方針

　・550kg級静止衛星の打上げ能力を有するロケットを開発する。

　・第2段の葦葺・液水推進系、慣性誘導系、第3段固体モータなどの新しい技術は自主開発する。

　・第1段にはN－Hロケットの第1段を用いるなど、Nロケットの開発成果を活用し、効率的に開発を

　　進める。

　・宇宙開発事業団が科学技術庁航空宇宙技術研究所、文部省宇宙科学研究所などの関係機関の協力を得

　　て開発を行う。

3．主要諸元

量
長
径
系
力

　
　
　
　
能

　
　
　
　
げ

　
　
　
　
二

重
　
　
導
打
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軌

　
　
　
　
二

戸
全
直
証
旧

約140トン
約　40襯
　2．44糀

慣性誘導

約550kg

4．

5

6

開発スケジュール

昭和60年度冬期　　H－1ロケット（2段式）試験機

昭和61年度冬期　　H－1ロケット（2段式）試験機（予備）

昭和62年度夏期　　H－1ロケット（3段式）試験機

衛星の打上げ

　打ち上げられる衛星

　　技術試験衛星V型（ETS－V）

　　通信衛星3号　　（CS－3a及びCS－3b）

　　放送衛星3号　　　（BS－3a及びBS－3b）

　　静止気象衛星4号（GMS－4）

　　地球資源衛星1号（ERS－1）
60年度概算要求　　約237億円
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全　体　形　状

第3段

6●鞠●

ﾋr’

9

第2段

約40m　●

2．44mφ

第1段

H－1ロケット

衛星フェアリング

人工衛星

第3段固体モータ

慣性誘導装置

第2段タンク

第2段エンジン（液酸液水エンジン）

第1段タンク

固体補助ロケット

第1段エンジン
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H一皿ロケット

1．　目　　　的

　　H：一皿ロケットは、2t級静止衛星の打上げ能力を有するロケットとし、

　その開発により1990年代の我が国の大型人工衛星打上げ需要に対処する。

2．開発の方針

　・　我が国が自在に、人工衛星の打上げを行っていくため、全段にわたり、

　　自主技術により開発を行うとともに、ロケット部品の国産化を推進する。

　・　2トン級の静止衛星打上げ能力を有するロケットを開発する。

　・　開発の三重点項目を、第1段の自主開発とし、上段の開発にあたっては、

　　H－1ロケットの活用、2段式の適用をはかることにより、開発項目を極

　　力おさえる。

　　　ロケットの製作費、開発費の低減化ならびに早期開発完了を図る。

3．主要諸元

総　　　重　　　量

全　　　　　　　長

直　　　　　　　径

誘　　　導　　　系

静止軌道打上げ能力

ン
　
　

導
ン

ト
m
　
m
　
　
ト

　

約
約
旧
慣
約

4．開発スケジュール

　　昭和66年度　　　H－Hロケット試験機

5．　60年度概算要求　　　約81億円
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約46m

第2段

全　体　形　状

衛星フェアリング

@　衛星分離部

@　機器搭載部

1

、
罠

1⊂

i

i≡＿　　段間部

2段液体水素タンク

Q段液体酸素タンク

P段液体酸素タンク

2段エンジン（LE－5）
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1段中央部

P段液体水素タンク

P段エンジン部

砺’

煙

一
一ll，

X
1
1 1段補助エンジン
P段主エンジン（：L

ﾅ体ロケ。ト（SR
一

H一皿　　ロケット
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M－3S皿ロケット

1．　目　　　的

　　M－3S皿ロケットは全段に固体燃料を用いるものであり、これまでのM

　ロケヅトの開発成果をもとにその性能の改良を行い、科学衛星の打上げに使

用するものである。

2．開発の方針

　　昭和55年2月に1号機が打上げられたM－3Sロケットの第2段・第3

　段モータを改良するとともに、第1段補助ロケットの変更等を行う。

3．主要諸元

量
長
径
三
哲
力

　
　
　
　
軌
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円
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重
　
　

軌
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度
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総
全
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低
高
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（

約　62トン

約　28η

1．417π（第1段）

約770kg

4．衛星の打上げ

　　　打ち上げられる衛星

　　　　第10号科学衛星（P：LANET－A）

　　　　第11号科学衛星（ASTRO－C）

　　　　第12号科学衛星（EXOS－D）

　　　　第13号科学衛星（MUSES－A）

　　5．　60年度概算要求　　約5億円
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全　体　形　状

1．65ηL

1．53ηL
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魂
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第3段

28．2猶

1．41ηz

0．735ηL

第2段

第1段

第1段
補助ロケット

M－3SH　ロ　ケ　ッ　ト
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（参考）

各種ロケットの高さ・総重量・打上げ能力

高

さ

）m（

50

4

30

20

1

ロケット名

総　重　量　（Ω

弓懸耀探留k⑳

静止軌道（高度35，800㎞）
への打上げ能力（kg）

バ
ー
貝

ー
ー
ロ

轟

ヲ、
コo

M。3S
（日本）

　50

290

M－3sn
　（日本）

約61

約770

N鰯1
（日本）

　90

1，200

　130

N一皿
（日本）

　135

ZOOO

　350

　H一1
（日本）

　約140

約aoOO

　約550

R－H
（日本）

約240

約9，000

約2，000

　　　アリアン　　　　　　スペー・ス・シャトル

　　（ヨーロッづ）　　　　　（アメリカ）

　　　　　210　　　　　　　　　　　 2，041

　　　　4，500　　　　　　　　　　　　　　　　29，500

　　　　　990　　　　　　　㈱

㈱　上段ロケジトとしてPAM－Dを用いた場合　　635kg

　　　　　　　　　IUS　　を用いた場合　2，270kg
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lV　宇宙基地の開発研究

｝

℃

1．　開発研究の目的

　　米国が国際協力により推進しようとしている宇宙基地計画に対し、材料・

　ライフサイエンス実験、理工学実験、科学観測等を実施しうる実験モジュー

　ル構想（別紙参照）をもって、その予備設計段階（フェーズB）の作業に参

　加する。

2．宇宙基地計画の概要

　　・低高度（約500km）の地球周回軌道上に建設される多目的な有入基…

　　　地

　　・1990年代初期運用開始

　　・当初は乗員6～8名、3～6ケ月で交替

　　・米国は1985年から予備設計開始、1987年から開発に着手

3．　60年度概算要求　　　約　　14億円

、．

し

’

太陽電池板

放熱器

．「　庫
　　　　　　　居住モジュール

約100m

｝

u　＼
　　　　実験モジュール

宇宙基地の概念図例（電力塔型）
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（別　紙）

｝

実験モジュールの機能

　く宇宙基地本体〉 〈与　　圧　　部〉 〈曝　　露　　部〉
，

材料実験製造装置 ライフサイエンス実験

装置

実験モジュール共通

設備／実験支援設備

暴露部実験

装置制御機器

マニピュレータ

等の制御機器

マ
ニ
ピ
ュ
レ

タ

科学観測装置

理工学実験装置

材料実験製造

⊃

，

（機能）

・住居サービスの提供

・電力，水等の提供

・情報の送受信サービス

　の提供

（機能）

　・材料実験，ライフサイエンス

　実験

　・電力，熱等の分配

　・実験装置の交換，修理 　　〈補　給　部〉

（機能）

　・実験用試料，交換用実験用装置の貯蔵

　・実験中における各種ガス，消耗品の補給

　・地上／実験モジュール間の資材の輸送

（機能）

・科学観測，理工学実験，材料実験

・遠隔操作，組立て

　電力，熱等の分配

・実験・観測装置の交換・修理
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